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 福岡地本は３月23日「第11回軟式野球

大会」を開き、運行管理分会と直方運輸

分会が本部大会への出場権を獲得しまし

た。軟式野球大会は、これまで福岡地本

大会として行われていましたが、今年は

参加チームが多く、円滑な試合運営が困

難となったため、北地域協議会と南地域

協議会の予選として、それぞれ行うこと

となりました。 

 南地域協議会予選は、10チームが参加

予定でしたが、前日からの荒天により、

グランドコンディションが思わしくな

かったため、やむなく中止を決定。抽選

の結果、運行管理分会が出場権を獲得し

ました。北地域協議会予選は、３チーム

によるリーグ戦を行い、直方運輸分会が

激戦を制し、見事出場権を獲得しまし

た。 

 両チームは、５月19日（日）～20日

（月）に佐賀県武雄市で行われる本部大

会へ福岡地本の代表として出場します。

本部大会の活躍に期待しましょう。 

 

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
「人
と
人
と

の
支
え
あ
い
」「仲
間
・家
族
ふ
れ
あ

い
」を
テ
ー
マ
に
、
働
く
者
す
べ
て
が

主
役
と
な
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

未
来
、
働
く
こ
と
を
軸
と
し
た
安
心

社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
メ
ー
デ
ー
と
な
り
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
非
正
規
労
働
者
か

ら
の
働
く
者
の
ア
ピ
ー
ル
を
は
じ

め
、
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
勝
利

に
む
け
た
特
別
決
議
を
採
択
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
と
九

州
北
部
豪
雨
の
被
災
地
支
援
を
続

け
て
い
く
こ
と
な
ど
を
柱
と
し
た

メ
ー
デ
ー
宣
言
を
満
場
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。 

 

福
岡
会
場
と
な
っ
た
舞
鶴
公
園

西
広
場
（福
岡
市
）で
は
、
昨
年
と

同
様
、
各
産
別
に
よ
る
飲
食
店
や

東
日
本
大
震
災
と
九
州
北
部
豪
雨

の
復
興
支
援
物
販
な
ど
の
模
擬
店

も
数
多
く
出
店
さ
れ
、
終
日
多
く

の
利
用
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

抽
選
会
な
ど
も
実
施
さ
れ
、
組
合

員
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他

産
別
相
互
間
の
交
流
も
深
め
ら
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
組
合
員
か
ら
は

「家
族
も
楽
し
め
る
企
画
が
満
載
で

楽
し
め
た
。
仲
間
や
家
族
と
の
ふ
れ

あ
い
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し

た
」と
の
話
も
聞
か
れ
ま
し
た
。  

 

連
合
福
岡
で
は
、
模
擬
店
の
収
益

の
一
部
を
、
東
日
本
大
震
災
と
九

州
北
部
豪
雨
災
害
の
復
興
に
充
て

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

連
合
福
岡
・
連
合
佐
賀
主
催
の
「
第
84
回

メ
ー
デ
ー
」
が
４
月
27
日
（
一
部
の
地
域
は

４
月
29
日
）
福
岡
・
佐
賀
県
内
の
各
地
で
行

わ
れ
、
福
岡
地
本
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
・

家
族
が
参
加
。
人
と
人
と
の
支
え
あ
い
や
、

仲
間
・
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
実
感
す
る

メ
ー
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。 

 

改
正
労
働
契
約
法
が
４
月

よ
り
施
行
さ
れ
た
。
パ
ー
ト

や
契
約
社
員
な
ど
、
有
期
雇

用
で
働
い
て
い
る
人
が
契
約

を
更
新
し
、
通
算
５
年
を
超

え
て
働
い
た
場
合
、
本
人
の

希
望
で
無
期
雇
用
に
転
換
で
き
る

の
が
改
正
の
柱
だ
。
ま
た
、
有
期

雇
用
を
反
復
更
新
し
て
い
る
労
働

者
に
対
し
、
一
方
的
な
雇
い
止
め

が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
福

利
厚
生
や
職
務
内
容
で
正
社
員
と

の
不
合
理
な
待
遇
差
別
を
禁
止
す

る
こ
と
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
、
非

正
規
労
働
者
に
は
朗
報
と
言
え

る
。
▼
し
か
し
、
事
前
に
行
っ
た

企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
55

％
の
企
業
が
「
更
新
に
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
回
答
し
、

な
か
に
は
「
５
年
以
下
で
雇
い
止

め
を
し
、
無
期
雇
用
へ
の
転
換
を

抑
え
る
」
な
ど
改
正
法
の
主
旨
に

逆
行
す
る
企
業
も
多
く
見
受
け
ら

れ
た
。
企
業
の
倫
理
で
は
、
人
件

費
を
削
減
し
業
務
量
に
合
わ
せ
て

雇
用
を
調
整
す
る
う
え
で
、
有
期

契
約
労
働
者
は
維
持
し
た
い
の
が

本
音
だ
ろ
う
が
、
５
年
後
に
む

け
、
早
い
段
階
で
契
約
更
新
の
見

通
し
を
示
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

ノ ー サ イ ド 

 ６月の本部大会の予選を兼ねた「地本囲碁・将棋大会」

を開催します。多くの参加をお待ちしています。 

 

★日 時 2013年５月12日（日）  

★時 間 9:30～受付 10:00開会 

★場 所 金田倶楽部（小倉総合車両センター内） 

★内 容 「三段以上」「初・二段」「級の部」 

 

九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
計
画
貯

蓄
の
推
奨
や
多
重
債
務
対
策
な
ど

の
「
生
活
応
援
運
動
」
を
展
開
し
て

お
り
、
多
く
の
労
働
者
の
方
が
中

核
的
な
商
品
で
あ
る
「
ろ
う
き
ん

財
形
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
２
年
３
月
現
在
で
、
契
約

件
数
は
３
０
０
万
件
を
超
え
て
お

り
、
預
金
残
高
も
４
兆
円
近
く
に

達
す
る
な
ど
、
契
約
件
数
・残
高
と

も
に
業
態
別
で
第
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

ろ
う
き
ん
財
形
に
は
、
車
や
旅

行
、
結
婚
資
金
な
ど
、
便
利
に
使
え

る
「一
般
財
形
」や
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の

新
築
、
購
入
の
他
に
、
自
宅
の
増
改

築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
住
ま
い
の
資

金
づ
く
り
に
最
適
な
「財
形
住
宅
」

と
、
公
的
年
金
と
併
せ
、
老
後
の
生

活
を
充
実
さ
せ
る
「財
形
年
金
」の

３
種
類
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
１
０
０

０
円
単
位
で
自
由
に
積
立
額
の
設

定
が
で
き
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
か
ら
天
引
き
が
行
え
る
の
で
計

画
的
な
貯
蓄
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

財
形
年
金
と
財
形
住
宅
を
合
わ
せ

た
元
利
（元
金
と
利
息
）の
合
計
が

５
５
０
万
円
に
達
す
る
ま
で
利
息
が

非
課
税
と
な
る
ほ
か
、
財
形
年
金
に

つ
い
て
は
、
積
立
開
始
か
ら
年
金
受

取
終
了
ま
で
の
長
期
間
、
非
課
税
が

適
用
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
魅
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

申
込
み
や
積
立
額
の
変
更
、
払
い

戻
し
も
職
場
で
手
続
き
が
で
き
る

な
ど
、
と
っ
て
も
簡
単
。
是
非
こ
の
機

会
に
「ろ
う
き
ん
財
形
」で
計
画
貯

蓄
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
財
形
貯
蓄
を

希
望
さ
れ
る
方
は
分
会
の
役
員
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

  （イラスト） 

博多新幹線乗務所分会 平野 啓介 さん 

福 岡地 方本部 の役員 を紹 介する コー

ナー。今月はこの方です。 

・生年月日 

 1966. ３.26 

・出身地 

 福岡県 

・職 場 

 運輸部 企画課 

仲
間
と
の
連
帯
で
、
さ
ら
に
絆
も
深
ま
っ
た 


